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※LRT 次世代型路面電車。歩行者中心の行を取り戻す仕掛けとして
注目されている新しい路面電曳
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。 【全国バスマツプサミット
in新潟】

rAt共交通視察 報告
路面電車サミットが終わつて2週間、

今度はパスマップサミットということで日

本海側初の政令指定都市・新潟まで足

を伸ばしてきた。今回は、新潟市内にお

ける公共交通の実情を実際に乗つて確

かめる視察会が行われたので、その報

告をさせていただく。

視察会は、パスマップサミット初日の

11月 1日に『住宅地編」が、最終日の3日に

「農村地域編」が行われた。私は大阪―

新潟間の夜行急行「きたぐに」を行き帰

りの足としたために3日の視察会は参加

できなかつたが、1日の視察会「住宅地

編」は参加できた。これからその模様を

お伝えしよう。

はじめに、新潟市内における路線バ

スは、新潟交通およびその子会社がほ

ぼ全ての路線を運行しており、岡山のよ

うに各社が入り乱れてということはない。

新潟駅万代口のバスターミナルから

約15分で「信濃町」という停留所に到着。

ここは停留所が3箇所に分かれている

が、そのうちの1箇所は市内線の起終点

停留所で、かつては5分ごとにバスが来

ていたのが今では時間あたり1-6本と

いう状態だそう。

続いて新潟大学・内野駅方面へ向か

う「信濃町」停留所へ向かうと、バス回ケ

ーションシステムの整備されたポール

が建つている。システム自体は割と早

くから整備されているとのこと。それよ

りもここでは、停留所の前にある新聞

社の建物の玄関先をバス待ちのスペ

ースとして提供してくださつているの

だ。しかも、事務所に声を掛けることで

トイレの使用も可というのである。雨や

風、冬になれば雪をしのげるとあつて

参加者一同感嘆の声をあげていた。

その後は新潟大学経由内野営業

所行に乗車、住宅地や学生街を車窓

から観察して「内野小学校前」で下車、

徒歩で」R越後線内野駅へ。ここから

白山駅まで1ま新潟近郊の鉄道利用の

状況を見ながら移動、到着後は「がん

センター前」まで徒歩で移動。ここでは、

新潟県内各地への高速バスの状況

を時刻表から読み取つたが、県内だけ

でもネットワークが充実しているのに

驚いた。

「がんセンター前」からは新潟市

のオムニバスタウン計画の象徴で

ある基幹バス<りゅ一とリンク>の中

央循環線・市民病院行に乗車し、終

点の市民病院で下車。<りゅ―とリン

ク>は全便がノンステップバスで運

行され、車両レベルとしては言うこと

が無いのだが、運行時間帯にやや難

があると感じた。そして最後に再び<
りゆ一とリンク>に乗車し、サミット会

場の天寿園に到着した。

一通り参加して、車両や停留所な

どハード面はそれなりに努力してい

ると思われるが、運行時刻の設定と

いう面ではご多分に漏れずといつた

ような気がした。便数が少ないとバ

スに乗る気が失せてしまい、自家用

車に移行してしまうのは容易に想像

できる。それをいかにして食い止める

かは、オムニバスタウンの腕の見せ

所ではないかと感じた。

(石井孝幸)
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